
令和５年 11 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口	21,177 人 [751] (－  3 [－  2])
　男	 10,593 人 [299] (＋  3 [－  2])
　女	 10,584 人 [452] (－  6 [±  0])
世帯数	 9,556 戸 [357] (＋  1 [±  0])

まちの動き 10 月 1 日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

c o n t e n t s
02　昭和町の家計簿をお知らせします
06　各種お知らせ（二十歳の集い実行委員募集 ほか）
10　まちのわだい
12　各種たより（教育昭和、環境経済通信 ほか）
20　暮らしの情報 / スポ少紹介 / 俳句 ほか
24　わが家のアイドル、みんなの食育 ほか
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令
和
4
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
1
0
4
億
9
7
1
8
万
円
で
、歳
出
総
額
は
1
0
0
億
3
3
3
9
万
円
で
し
た
。

※
歳
入
歳
出
差
引
額
4
億
6
3
7
9
万
円
の
う
ち
令
和
4
年
度
事
業
で
翌
年
度
に
繰
り
越
す
財
源
1
1
6
0
万
円

　
を
差
し
引
い
た
4
億
5
2
1
9
万
円
は
、前
年
度
繰
越
金
と
し
て
令
和
5
年
度
の
歳
入
と
な
り
ま
す
。

　歳入の主なものは自主財源である「町税」で、歳入全体の４7.4％を占め
ています。町税は例年、歳入の半分以上を占めますが、前年度同様国庫支
出金が多額になった影響により、歳入全体に占める割合が半分以下とな
りました。依存財源の56％を占める国庫支出金については、前年度より大
幅減収したものの、新型コロナウイルス感染症関連の経済対策事業等が
引き続き行われたことにより、依然として高い割合となっています。
　自主財源の「その他」には、基金繰入金（約6.5億円）と前年度繰越金
（約6.8億円）、さらに前年度より約1.5倍の増収となった寄附金を含んで
います。町債につきましては、道路改良事業債の借入を行っております。
　以上の結果、令和4年度の歳入は、前年度比2億3,226万円（2.2％）の減
額となる104億9,718万円でした。

　令和4年度の歳入額を町民一人当たりに換算すると、49万
7,733円になります。内訳は以下の通りです。

〈 町民からの収入 〉
内訳

●町税(235,841円）
  ・個人法人町民税
  ・固定資産税
  ・軽自動車税
  ・町たばこ税
  ・入湯税

●分担金・負担金
  （5,709円）

●使用料・手数料
  （2,648円）

　計 244,198円

〈 県からの収入 〉
  ●74,528円

　令和4年度の歳出額を町民一人当たりに換算すると、47万5,742円にな
ります。事業費別で見ると以下の通りです。

　令和 4 年度の歳出は、前年度比 1,823 万円（0.2％）の減額となる100 億 3,339 万
円でした。
　主な減額項目としては、押原中学校増築工事の財源に伴う校舎建設基金への積立
金の減、教育費における常永小学校増築工事の終了による減などが挙げられます。
新型コロナウイルス感染症緊急経済対策としては、3 活プレミアム付き商品券事業や
非課税世帯等に対する臨時特別給付金など自主財源を投入しつつ、町民及び町内事
業者への経済支援を積極的に行いました。また、物価高騰対策として非課税世帯等
価格高騰緊急支援給付金などの経済支援を行いました。その他の支出に含まれる基
金積立金については、今後の財政需要の見込みに合わせ、公共施設整備等事業基
金を中心に積み立てを行いました。
　以上の結果、令和 4 年度は前年度に引き続き100 億を超える歳出となりました。

　
昭
和
町
の
令
和
4
年
度
決
算
が
、今
年
9
月
に
開
か
れ
た

定
例
町
議
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。町
が
行
っ
て
い
る
様
々

な
事
業
は
、み
な
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
税
金

や
、国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
決
算
と
は
、年
度
始
ま
り
の
4
月
か
ら
翌
年
3
月
の
間
に

い
く
ら
収
入
や
支
出
が
あ
っ
た
か
を
ま
と
め
た「
町
の
家
計

簿
」で
す
。

譲
与
税
･
交
付
金　

地
方
譲
与
税・地
方
消
費
税
交
付
金・

法
人
事
業
税
交
付
金・環
境
性
能
割

交
付
金・地
方
特
例
交
付
金
な
ど

町
債　道

路
改
良
事
業
・
教
育
施
設
整
備
事

業
等
の
借
入
金

そ
の
他
歳
入　

保
育
所
等
利
用
者
負
担
金・放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
利
用
者
負
担
金・学
校

給
食
費
保
護
者
負
担
金・町
営
住
宅

家
賃
収
入・寄
附
金・基
金
繰
入
金・

前
年
度
繰
越
金
な
ど

用
語
解
説

　令和4年度の収入は、親からの仕送り
にあたる国庫支出金が減少した一方、給
与収入等にあたる町税が増加しました。
支出は、区費・クラブ活動費にあたる補
助費等（新型コロナウイルス感染症関連
の事業等）及び医療費にあたる扶助費が
増加しました。
　
　財政係では、『住みたいまち住み続け
たいまち』であり続けるよう健全な財政
運営について皆さんと一緒に考えてい
きたいと思います。財政に関する質問や
ご意見をお寄せください。

企画財政課 財政係（☎055-275-8154）

歳出
100億
3,339万円

民生費
35億6,827万円

35.6％

教育費
11億2,423万円

11.2％

総務費
12億7,445万円

12.7％

土木費
8億7,254万円

8.7%

衛生費
8億1,519万円

8.1％

公債費
5億3,692万円

5.4％

その他
8億8,629万円

8.8％

消防費
3億1,876万円

3.2％
商工費

5億1,510万円
5.1％

議会費
7,687万円
0.8％

農林水産業費
4,477万円
0.4％

※端数処理の関係上、合計数値と一致しない場合があります。
※端数処理の関係上合計数値と一致しない場合があります。

歳　入歳　出

自主財源（町が独自に収入する財
源

）

町税
49億7,388万円

47.4％

譲与税・
 交付金等

9億1,552万円
8.7％

県支出金
7億5,498万円

7.2％

町債
7,940万円
0.7％

歳入
104億

9,718万円
国庫支出金

17億5,241万円
16.7％

その他
20億2,098万円

19.3％

町たばこ税
2億8,431万円
5.7％

軽自動車税
7,788万円
1.6％

入湯税
121万円
0.02％

固定資産税
25億5,213万円
51.3％

個人町民税
14億3,477万円
28.8％

法人町民税
6億2,357万円
12.5％

　
依

存
財

源（
国

や
県

か
ら

交
付

さ
れ

る
財

源
）

お
知
ら
せ
し
ま
す

昭
和
町
の
家
計
家
計
簿簿
を

議 員報 酬・議 会
運営費など
●3,645円

 議会費

雇用対策など
●120円

労働費

消防 団・消防 施
設 整 備・災害 対
策など
●15,114円

消防費

税 務・選 挙・広
報・公有 財 産 管
理など
●60,429円

農業振興など
●2,123円

高齢 者福 祉・障
害 者 福 祉・児 童
福祉など
●169,193円

商工業振興など
●24,424円

小中学 校教育・
生 涯 学 習 ・ス
ポーツ振興など
●53,306円

町債返済金
●25,459円

健 診・健 康 づく
り・母 子 保 健・
ごみ処理など
●38,653円

道 路・河 川・公
園の整備や維持
管理など
●41,372円

基金積立金
●41,904円

総務費 

農林水産費

民生費

商工費

教育費 公債費

衛生費

土木費

その他

令
和
4
年
度

一
般
会
計
決
算

収　入

給与収入等 244,198 円

親からの仕送り 162,298 円

貯金からの引き出し 30,636 円

銀行からの借入れ 3,768 円

前月からの繰越 32,140 円

その他 24,693 円

合計 497,733 円

支　出

食費 55,797 円

医療費 110,271 円

ローンの返済 25,459 円

生活費・光熱水費等 85,850 円

家の改修工事費等 26,854 円

区費・クラブ活動費 87,521 円

子どもへの仕送り 42,086 円

貯金 41,904 円

合計 475,742 円 町民一人が納めた税金など
（一人当たりの負担状況）

町民一人に対し、
国や県などから町へ交付されたお金

〈 国からの収入 〉
  ●87,772円

 昭和町を
一般家庭に

例えてみると？

財政コラム財政コラム

〈 その他の収入 〉
  ●91,235円
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↓財政健全

↑財政厳しい
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健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
1
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準

を
超
え
る
と
、早
期
健
全
化
団
体

と
し
て
自
主
的
に
財
政
の
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
．財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
．財
政
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

早
期
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要

な
勧
告
が
行
わ

れ
ま
す
。

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

財
政
再
生
計
画
が
実
際
の
財
政
運

営
に
適
合
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た

と
き
は
、総
務
大
臣
か
ら
予
算
の

変
更
等
、必
要
な
措
置
の
勧
告
が

行
わ
れ
ま
す
。

　

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化

基
準
を
超
え
る
と
、経
営
健
全
化

を
図
る
た
め
、次
の
こ
と
を
行
い

ま
す
。

１
．経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、議
会
の
議
決
を
経
て
速

や
か
に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
経
営
健

全
化
計
画
を
県
知
事
に
報
告

３
．経
営
健
全
化
計
画
の
実
施
状

況
を
議
会
に
報
告
、公
表
、県

知
事
に
報
告

４
．外
部
監
査
契
約
に
よ
る
監
査

　

経
営
健
全
化
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
と
き
は
、県

知
事
か
ら
必
要
な
勧
告
が
行
わ
れ

ま
す
。

　

健
全
化
判
断
比
率（
①
～
④
）の

う
ち
、④
将
来
負
担
比
率
を
除
い

た
３
つ
の
比
率
の
う
ち
1
つ
で
も

財
政
再
生
基
準
を
超
え
る
と
、財

政
再
生
団
体
と
し
て
国
の
関
与
を

う
け
な
が
ら
財
政
の
再
生
を
図
る

た
め
、次
の
こ
と
を
行
い
ま
す
。

１
．財
政
再
生
計
画
を
策
定
し
、

議
会
の
議
決
を
経
て
速
や
か

に
公
表

２
．議
会
で
承
認
さ
れ
た
財
政
再

生
計
画
を
総
務
大
臣
に
協
議

し
、同
意
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る

→
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、災
害

復
旧
事
業
債
な
ど
を
除
き
、

地
方
債
の
起
債
が
不
可
能
と

な
る

３
．財
政
再
生
計
画
の
実
施
状
況

を
議
会
に
報
告
、
公
表

実
質
赤
字
比
率　

一
般
会
計
等（
一
般
会
計

及
び
渇
水
対
策
事
業
特
別
会
計
）を
対
象

と
し
た
実
質
赤
字
の
標
準
財
政
規
模
に

対
す
る
比
率

	

　

一
般
会
計
等
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
す
も
の

で
す
。

連
結
実
質
赤
字
比
率　

す
べ
て
の
会
計
を

対
象
と
し
た
実
質
赤
字（
又
は
資
金
の
不

足
額
）の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率

	

　

す
べ
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を
合

算
し
、町
全
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を

指
標
化
し
、全
体
の
財
政
運
営
の
深
刻
度

を
示
す
も
の
で
す
。

実
質
公
債
費
比
率　

一
般
会
計
等
が
負
担

す
る
元
利
償
還
金
及
び
準
元
利
償
還
金

の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
比
率（
3
か

年
平
均
）

	

　

借
入
金
の
返
済
額
及
び
こ
れ
に
準
じ

る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化
し
、資
金
繰
り

の
危
険
度
を
示
す
も
の
で
す
。

将
来
負
担
比
率　
一
般
会
計
等
が
将
来
負
担

す
べ
き
実
質
的
な
負
債
の
標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
比
率

	

　

一
般
会
計
等
の
借
入
金
や
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど

の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標
化

し
、将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高

い
か
ど
う
か
を
示
す
も
の
で
す
。

資
金
不
足
比
率　

公
営
企
業
会
計（
下
水
道

事
業
特
別
会
計
）の
資
金
不
足
を
、料
金

収
入
等
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、経
営
状

況
の
深
刻
度
を
示
す
も
の
で
す
。

標
準
財
政
規
模　

自
治
体
が
、標
準
的
な
状

態
の
と
き
、通
常
収
入
さ
れ
る
で
あ
ろ
う

経
常
的
一
般
財
源
の
規
模
の
こ
と
で
す
。

※
標
準
税
収
入
額
等（
町
税
や
地
方
譲
与

税
な
ど
）＋
普
通
交
付
税
＋
臨
時
財

政
対
策
債
発
行
可
能
額

　

財
政
基
盤
の
強
弱
を
示
す
指

数
で
、標
準
的
な
行
政
需
要
に

必
要
な
財
源
を
ど
れ
く
ら
い
自

力
で
調
達
で
き
る
か
を
表
し

て
い
ま
す
。こ
の
値
が
大
き
い

ほ
ど
財
政
力
に
余
裕
が
あ
り
、

「
１
」を
超
え
た
団
体
は
、自
立

し
て
自
主
的
に
財
政
運
営
が
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

地
方
交
付
税
が
交
付
さ
れ
な

い
、い
わ
ゆ
る「
不
交
付
団
体
」

と
な
り
ま
す
。

　

財
政
の
弾
力
性
を
測
定
す
る
最
も
一
般
的

な
指
標
で
あ
り
、経
常
的
な
一
般
財
源（
町
税

な
ど
の
よ
う
に
使
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な
い

財
源
）が
、経
常
的
に
支
出
す
る
経
費（
人
件

費
、扶
助
費
、公
債
費
等
）に
ど
れ
く
ら
い
充

当
さ
れ
て
い
る
か
を
示
す
比
率
で
す
。こ
の

比
率
が
高
く
な
る
ほ
ど
財
政
運
営
が
厳
し
く

な
り
ま
す
。令
和
3
年
度
は
減
収
補
て
ん
特

別
交
付
金
の
増
に
よ
り
収
入
が
増
加
し
比
率

が
低
く
な
り
ま
し
た
が
、令
和
4
年
度
は
、電

気
料
や
燃
料
費
な
ど
の
値
上
げ
に
伴
う
物
件

費
の
増
や
、保
育
所
給
付
費
の
増
に
伴
う
補

助
費
の
増
に
よ
り
支
出
が
増
加
し
、前
年
度

よ
り
5
.
8
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
り
ま
し
た
。

　

公
債
費（
町
債
の
返
済
金
）に
よ

る
財
政
負
担
の
程
度
を
示
す
比
率

で
す
。実
質
的
な
公
債
費
に
費
や
し

た
一
般
財
源
の
額
が
、標
準
財
政
規

模（
標
準
的
な
行
政
活
動
を
行
う
の

に
必
要
な
額
）に
占
め
る
割
合
を
い

い
ま
す
。公
営
企
業
等（
下
水
道
事

業
な
ど
）へ
繰
り
出
し
て
い
る
起
債

の
償
還
分
も
含
ま
れ
、実
質
的
な
公

債
費
を
網
羅
し
て
算
定
し
た
指
数

で
す
。18
％
を
超
え
る
と
地
方
債
の

発
行
に
許
可
を
要
し
、25
％
を
超
え

る
と
起
債
の
制
限
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

経
常
収
支
比
率

実
質
公
債
費
比
率

　自治体の財政状況を分析するため様々な分析指数があり、総称して「財政指標」と呼んでいます。昭和町の財政状況が健
全かどうか、財政に弾力性があるかどうか、借金の占める割合が高いか低いかなどを判断する３つの指標についてお知ら
せします。

 

◎
詳
し
い
資
料
等
を
閲
覧
で
き
ま
す　

 

問
い
合
わ
せ　
企
画
財
政
課　
財
政
係（
☎
2
7
5 - 
８
１
５
４
）

指 標 名
昭和町 比率 参考比率

令和４年度 令和３年度 早期健全化基準 財政再生基準

① 	実 質 赤 字 比 率 － － 14.50 20.0

② 	連結実質赤字比率 － － 19.50 30.0

③ 	実質公債費比率 8.8 8.9 25.0 35.0

④ 	将 来 負 担 比 率 － － 350.0 －

会 計 名
昭和町 比率 参考比率

令和４年度 令和３年度 経営健全化基準

下水道事業特別会計 － － 20.0

※赤字額がないため、①実質赤字比率と②連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※将来負担する借入金の残高等よりも貯金や見込まれる収入の額の方が大きいため「－」と表示しています。

※資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

資金不足比率

財
政
力
指
数

用
語
解
説

財政指標財政健全化判断比率 と 資金不足比率

早
期
健
全
化
基
準
を

  

超
え
る
と
…

財
政
再
生
基
準
を

            

超
え
る
と
…

経
営
健
全
化
基
準
を

超
え
る
と
…

　財政健全化法に基づき令和４年度一般会計決算の財政健全化判断比率及び下水道事業特別
会計決算の資金不足比率をお知らせします。昭和町の令和４年度決算については、早期健全化
基準及び経営健全化基準を下回る比率のため、健全であるといえます。

　「基金」とは、町が将来
に備えたり特定の目的のた
めに資金を積み立て、または
定額の資金を運用するため
に設けられる資金で、町の
積立預金のことをいいます。
その内の財政調整基金は、
年度間の財源の変動を調整
するための積立金であり、
財源に余裕のある年度に積
み立て、災害や不況などによ
り財源不足が生じた年度に
活用します。一般会計の全
基金の令和4年度末現在高
は、49億6,521万円でした。
　「町債」とは、町が公園や
道路、学校などの大きな事
業を行うために借り入れるお
金（借金）のことです。これ
に対し、歳出の公債費とは、
この町債を返済するための
お金です。一般会計の町債
の令和4年度末現在高は、
31億2,011万円でした。

令和4年度末
基金現在高

49億
6,521万円

令和4年度末
町債現在高

31億
2,011万円

※千円未満四捨五入
※人口は、令和5年3月31日現在

人口（21,090人で計算）

基金基金
235,000円235,000円

町債町債
148,000円148,000円

町民一人当たり町民一人当たり
基金・町債高基金・町債高

基金・町債
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日時　12月３日（日）　午後２時 ～３時30分
場所　昭和町風土伝承館杉浦醫院
内容　「私の地方病体験」　 長谷川 幸廣さん（83歳・西条二区）　　　　
　　　「溝渠対策に取り組んで」　 齊藤 進さん（79歳・西条新田）

１１月９日（木）～１５日（水）は
「令和５年秋季全国火災予防運動」 を実施します 令和６年『二

は た ち

十歳のつどい（成人式）実行委員』募集! !

知っていてよかった！孫育て講座

　来年の１月７日（日）に開催される二十歳のつどいの実行委員を募集します。２０歳の記念に自分たちの
企画でつくりあげてみませんか。皆さまの応募をお待ちしています。

資　格

募集人数　５～10人程度

募集締切　１１月１０日（金）

　子育ての先輩である祖父母のみなさんが、安心して孫育てに関わるための講座を開催します。
30年で子育て環境は大きく変わっています。今どきの子育て情報や祖父母の皆さんが気になるこ
となど、お孫さんや親である娘さん、息子さんと関わっていく中で役立つお話が満載です。お孫さ
んのいる方はもちろん、これからお孫さんが生まれる方も参加できます。

日　時　１２月８日（金）　午後７時～９時（受付：午後６時４５分～）
場　所　総合会館　１階　保健センター
対　象　①昭和町民でこれから生まれる孫がいる方（孫の住所問わず）
　　　　②１歳までの孫がいる方（祖父母か孫どちらかが昭和町民であれば可）
　　　　③昭和町民の妊婦の実父母・義父母（祖父母の住所問わず）
内　容　○助産師のお話「知っていてよかった！今どきの孫育て」
　　　　○最近の子育てグッズの紹介
　　　　〇質問タイム　　　ほか
定　員　３０名程度（先着順）※ご夫婦でもお一人でも参加可
講　師　山梨県助産師会　助産師
持ち物　チラシ裏にある質問票（ホームページからもダウンロードできます）・筆記用具
参加費　無料

 ◎全国統一防火標語

「火を消して　不安を消して　つなぐ未来」

申し込み・問い合わせ
町教育委員会 生涯学習課 （☎２７５‐８６４１）

①令和６年「二十歳のつどい」対象者の方（平成１５年
４月２日から平成１６年４月１日までに生まれた方）

②文集、アトラクションの内容などアイデアがある方、
やる気がある方（お友達同士でも結構です）

③当日まで数回集まっていただける方

大人への旅立ちを演出してみませんか？

 イマドキ子育てを学ぶ

申し込み締め切り　１１月２４日（金）
申し込み・問い合わせ　※平日午前8時30分～午後5時15分
いきいき健康課　健康増進係 （☎２７５‐８785）

毎年満員御礼！

主催　昭和町風土伝承館杉浦醫院
共催　地方病教育推進研究会

入 館 料
申し込み
メ ー ル
定 員
締め切り

200円
杉浦醫院TEL/FAX：055-275-1400
sugiura-iin@town.yamanashi-showa.lg.jp
先着25名
11月25日（土）

次世代に語り継ぐ
第２回地方病を語る会第２回地方病を語る会

「地方病を語り継ごう」発刊記念

　空気が乾燥し火災が発生しやすい季節です。火の取り扱いには十分注意しましょう。
期間中は、昭和町消防団が呼びかけの巡回を行います。

　住宅火災を早期に発見し、被害を最小限に抑え火災から命を守るために、「住宅用火災警報
器」を設置してください。住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどを起
こすため、10年を目安に交換をしましょう。

問い合わせ　　企画財政課　行政係（☎2 ７５‐８１５４）
　　　　　　　甲府地区消防本部　査察課（☎2 ２２‐１２８４）
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♡
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
♡
で
リ
ー
ス
づ
く
り

ク
リ
ス
マ
ス
に
飾
っ
て
み
ま
せ
ん
か

　

身
近
な
生
活
小
物
に
絵
の
具
で
お
花
や
果
物
、動
物
な
ど
の
絵

を
描
い
て
、暮
ら
し
に
彩
を
添
え
ま
せ
ん
か
。

　
今
年
度
３
回
目
の
今
回
は
・
・
・

先
生
と一緒
に
筆
遣
い
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
び
な
が
ら
、

ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
な
ら
で
は
の
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
！

　
ご
自
身
で
使
う
の
は
も
ち
ろ
ん
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
も
。

　
初
め
て
の
方
で
も
大
丈
夫
で
す
。

　

絵
の
具
や
筆
は
、教
室
で
用
意
い
た
し
ま
す

の
で
、お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
　
時　
11
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
15
分
～
正
午

場
　
　
所　
押
原
公
園
管
理
棟
２
階
会
議
室

定
　
　
員　
15
名
程
度
※
先
着
順

申
込
締
切   

11
月
13
日（
月
）

参
加
費
用　
１
５
０
０
円（
材
料
費
と
し
て
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課（
☎
2
7
5
-8
6
4
1
）

▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：11月16日（木） 

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)

（企画財政課 ☎275-8154）
▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く

　日時：祝日を除く火・水・木の
午前9時～午後4時＊ 

　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（完全予約制）
　日時：11月11日（土）・25日（土）
　　　　午後１時30分～４時
　場所：総合会館2階
　　　　昭和町結婚相談所
　（昭和町結婚相談所

 ☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：11月10日（金）・24日（金）
　　　　午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）

※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：11月20日（月）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　山梨県では毎年、県・市町村・防災関係機関により地震発生後の災害応急対策から復旧対策までの
一連の総合的な防災訓練を実施しております。令和５年度は「昭和町」との共催により実施すること
になりました。

山梨県地震防災訓練

日時  11月26日（日）
　　  午前8時30分～正午
場所  押原中学校グラウンド
　　　（昭和町押越542-1）

【ボランティア活動内容】
　各種訓練の運営補助
　（例）避難者役、炊出しのお手伝い、避難者の補助など

運営ボランティアを募集します！

申し込み・問い合わせ
企画財政課（☎２７５‐８１５４）

町からのお知らせ

防災訓練

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
功
労
者
に
表
彰
状

　

令
和
５
年
６
月
、い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢

献
・
尽
力
さ
れ
て
き
た
有
賀 

惠
藏
氏（
押
越
）に

対
し
、関
東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
連

絡
協
議
会
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

有
賀
氏
は
、平
成
31
年
4
月
か
ら
昭
和
町
い
き

が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
長
を
現
在
に
至
る
ま
で

務
め
、令
和
元
年
6
月
か
ら
４
年
間
山
梨
県
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
理
事
を
兼
任
し
な
が
ら
様
々
な

事
業
に
携
わ
り
、事
業
推
進
の
た
め
に
活
動
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
活
動
制
限
が
か
か
る
中
、自
宅
で
一

人
で
も
遊
べ
る
け
ん
玉
を
活
用
し
た
介
護
予
防
事

業
の
普
及
や
、単
位
ク
ラ
ブ
及
び
専
門
部
の
活
動

を
活
性
化
さ
せ
、会
員
の
生
き
が
い
づ
く
り
を
促

し
ま
し
た
。ま
た
、コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
し
て
い
た
教

養
講
座（
い
き
が
い
大
学
）、冬
期
の
健
康
づ
く
り

事
業（
昭
和
町
福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善
交
流
会
）に

つ
い
て
は
、感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
開
催
方
法

に
変
更
し
て
会
員
間
の
交
流
を
促
進
す
る
な
ど
、

老
人
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

～～  

か
が
や
く
昭
和

か
が
や
く
昭
和
のの

人人
～～

再
び
大
舞
台
へ

東海大学付属甲府高等学校　野球部

岡田 翔
しょうごう

豪さん（17 歳・西条二区）

　

岡
田
翔
豪
さ
ん
は
、東
海
大
学
付
属
甲
府
高
等

学
校
の
野
球
部
員
で
す
。２
年
生
な
が
ら
チ
ー
ム

の
主
力
選
手
と
し
て
活
躍
し
、第
１
０
５
回
全
国

高
校
野
球
選
手
権
記
念
大
会（
夏
の
甲
子
園
）に

出
場
し
た
岡
田
さ
ん
は
、４
番
打
者
と
し
て
得
点

に
貢
献
す
る
な
ど
大
活
躍
。チ
ー
ム
は
惜
し
く
も

２
回
戦
で
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、先
輩
か
ら

「
自
分
の
こ
と
だ
け
で
な
く
後
輩
や
周
り
に
も
気

を
配
る
」姿
を
学
ん
だ
と
い
い
ま
す
。

　
「
ま
た
来
年
、こ
の
舞
台
に
戻
っ
て
来
た

い
」と
目
を
輝
や
か
せ
る
岡
田
さ
ん
。甲
子

園
で
の
教
訓
や
先
輩
に
学
ん
だ
こ
と
を
力

に
、新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

　

来
年
、一
層
た
く
ま
し
く
成
長
し
た
姿

を
甲
子
園
球
場
で
見
せ
て
く
れ
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

甲子園球場にて（東海大甲府高校野球部提供）
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　10月８日（日）、５年ぶりとなるふるさとふれあい祭りが押原
公園で盛大に開催されました。午後はあいにくの雨となりまし
たが、多くの方にご来場いただき会場は大盛況となりました。 
メインステージを中心に各コーナーでは楽しくにぎやかな声が
響いていました。お祭りにご来場、ご協力いただいた皆様ありが
とうございました。

ふ れ あ い の 祭 り
第32回 昭 和 町 ふ る さ と ふ れ あ い 祭 り

まちのわだい
T O W N  T O P I C S

町の「地域情報」を紹介するコーナーです。あなたの身近な話題お待ちしています。

企画財政課 広報担当（☎275-8154） kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

秋 の 実 り を 実 感
す っ き り し ょ う わ 稲 刈 り

　10 月、今年もまちづくり自主学習グループ「人と環
境すっきりしょうわ」との稲刈りが常永小学校と第二上
河東保育園で行われました。収穫したのは６月に子ども
たちがお田植えした酒米「山田錦」です。子どもたちは
刈り方を教えてもらうとすぐにコツをつかみ、鎌を上手
に使いながら楽しそうに稲を刈り取っていました。
　頑張って収穫したお米からは甘酒が作られ、子どもた
ちに贈られます。

　９月21日からの秋の全国交通安全運動に先立ち、９月18
日（月・祝）にイオンモール甲府昭和で出発式が開催されま
した。式では、安全に役立ててほしいと南甲府安全管理者協
議会から町へウェアラブルカメラ２台が贈られました。
　常永小学校では、南甲府警察署、町教育委員会の協力のも
と、カメラを用いた安全指導が行われました。また、カメラ
の映像を活用した交通安全の授業を開き、登校時の注意点
を確認しました。

安 全 な 登 校 を 考 え る
危 険 個 所 を カ メ ラ で 学 ぶ

　９月20日（水）、「第34回シニアゴルフ大会」が開催さ
れました。結果は次のとおりです。

第 34 回シニアゴルフ大会
＜団体優勝＞

グロスの部 築地新居

ネットの部 河 西

＜個　人 ( 敬称略 ) ＞
優　勝 五味　　巧（河 西）
準優勝 松浦　俊夫（清水新居）
第３位 伊藤　裕明（築地新居）

　10月６日（金）～９日（月・祝）の間、第56回昭和町文化祭が昭
和町総合会館で開催されました。町の文化協会の皆さんや町内こど
も園・小中学校をはじめ、一般応募のあった作品の展示や芸能発表
が行われました。当日の様子は「昭和町文化協会 WEB文化祭」で公
開しています。
　　昭和町文化協会 WEB文化祭
　　https://showa-bunka.blogspot.com/

町 最 大 の 文 化 の 祭 典
第 5 6 回 昭 和 町 文 化 祭

　９月 23 日（土）、町内の小学校で運動会が開催され
ました。今年は台風の影響もなく、運動会日和となりま
した。白熱した競技種目に練習を重ねて完成させた表現
種目と、どの学年も素晴らしい内容でした。お友達と協
力しながら全力で取り組む姿に、保護者の皆さんも子ど
もたちの成長を感じている様子でした。
　元気いっぱいな子どもたちの姿が、地域にたくさんの
元気を届けてくれました。

ス ポ ー ツ の 秋
小 学 校 運 動 会
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昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.293　 令和 5 年 11 月号

昭
和
町
民
会
議

◎
８
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
９
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
8
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
夏
季
休
業
中
の
児
童
生
徒
及
び
家

庭
の
実
態
把
握
に
つい
て

•
教
育
委
員
の
異
動
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５
類

移
行
と
学
校
教
育
課
及
び
生
涯
学

習
課
の
行
事
に
つい
て

•
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
と
対

策
、対
応
に
つい
て

•
今
後
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
本
部
体
制
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
工
事
の
進
捗
状

況
に
つい
て

•
教
職
員
人
事
評
価
と
人
事
異
動
に

つい
て　

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

•
主
な
事
業
報
告
と
予
定
に
つい
て
他

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
９
月
議
会
補
正
予
算
等
に
つい
て

•
今
後
の
行
事
予
定
に
つい
て　

他

協
議
事
項

•
就
学
援
助
費
支
給
認
定
に
つい
て

•
昭
和
町
学
校
運
営
協
議
会
規
則
の一

部
改
正
に
つい
て

教
育
委
員
会

　

11
月
は
「
子
ど
も
・
若
者
育
成
支

援
推
進
強
調
月
間
」
で
す
。
本
町
で

は
、
総
合
会
館
フ
ェ
ン
ス
に
こ
の
横

断
幕
を
掲
げ
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
こ

の
月
間
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
く
機
会
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
町
内
小
中

四
校
に
お
い
て
、「
正
し

く
健
や
か
な
こ
ど
も
を
は

ぐ
く
む
た
め
に
」
を
統
一

テ
ー
マ
と
し
た
道
徳
授
業

公
開
や
教
育
講
演
会
、
Ｃ
Ｓ
行
事
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き

青
少
年
の
健
全
育
成
に
ご
理
解
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

古
く
な
っ
て
表
示

が
わ
か
ら
な
く
な
っ

た
プ
レ
ー
ト
を
交
換

い
た
し
ま
す
。

【
連
絡
先
】

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
-８
６
４
１
）

　

ま
だ
残
暑
が
厳
し
い
８
月
27
日
、

河
東
中
島
区
で
は
防
災
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
区
の
役
員
、
消
防
団

を
中
心
に
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
中
、

区
内
の
中
学
生
20
名
が
、
区
民
の
安

否
情
報
を
取
り
ま
と
め
て
本
部
へ
の

報
告
を
行
っ
た
り
、
区
内
の
危
険
個

所
の
調
査
を
行
い
、
資
料
を
作
成
し

て
発
表
し
た
り
、
と
活
躍
し
て
く
れ

ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
非
常
に
頼
も
し

く
感
じ
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ

り
様
々
な
行
事

が
制
限
さ
れ
、

地
域
の
ふ
れ
あ

い
の
機
会
が
少

な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。今
回
の
防
災
訓
練
で
、

改
め
て
地
域
の
子
ど
も
達
と
一
緒
に

活
動
す
る
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し

た
。
河
東
中
島
区
育
成
会
は
、
子
ど

も
た
ち
と
地
域
の
皆
さ
ん
と
の
ふ
れ

あ
い
を
大
事
に
し
て
活
動
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

押
原
中
学
校
出
身
の
1
年
生
も
高
校
生
活
に
慣
れ
、
自
分

の
成
長
を
さ
ま
ざ
ま
に
感
じ
て
い
ま
す
。
前
期
が
終
わ
る
9

月
に
、
一
年
前
の
自
分
と
今
の
自
分
を
比
較
し
な
が
ら
、
甲

府
昭
和
高
校
で
の
生
活
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

自
分
と
は
無
縁
と
思
っ
て
い
た
こ
と
に
挑
戦
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
極
力
運
動
を
避
け
て
い

た
の
で
す
が
、
弓
道
部
に
所
属
し
、
今
と
て
も
充
実
し

て
い
ま
す
。
入
学
し
て
か
ら
の
一
番
の
思
い
出
は
、
初

め
て
的
に
一
射
中あ

て
た
こ
と
で
す
。
射
場
に
上
が
る
ま

で
の
地
味
な
稽
古
が
辛
か
っ
た
分
、
嬉
し
さ
も
倍
増
し

ま
し
た
。
総
合
的
な
探
究
の
時
間
で
は
S
D
G
s
に
関

す
る
探
究
を
熱
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。
10
月
に
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
学
習
と
し
て
学
年
全
員
で
日
本
科
学
未
来
館
へ

バ
ス
で
行
き
ま
す
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

　

２
学
期
の
給
食
は
、
８
月
29
日
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
あ
と
２

か
月
で
終
わ
り
と
な
り
ま
す
。

　

通
常
給
食
の
他
に
、
十
三
夜
給

食
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
給
食
な
ど
の
行
事

食
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
11
月
以

降
は
、
和
食
の
日
給
食
、
い
い
歯
の

日
給
食
、
冬
至
給
食
や
ク
リ
ス
マ
ス

給
食
と
い
っ
た
行
事
食
も
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

行
事
食
は
、
季
節
折
々
の
伝
統
行

事
の
際
や
お
祝
い
事
な
ど
特
別
な
行

事
の
時
に
食
べ
ら
れ
る
食
事
で
す
。

ま
た
、
行
事
食
か
ら
は
、
そ
の
地
方

に
伝
わ
る
伝
統
食
や
、
そ
の
行
事
に

込
め
ら
れ
た
願
い
な
ど
を
知
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
食
品

流
通
の
発
達
等
に
よ
っ
て
食
事
も
多

様
化
し
て
い
る
現
代
の
子
ど
も
た
ち

は
、
行
事
に
ち
な
ん
だ
食
事
を
食
べ

る
機
会
が
減
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

行
事
に
合
わ
せ
た
食
事
に
よ
っ
て
将

来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
食
文
化
を

伝
え
て
い
く
の
も
、
給
食
の
大
切
な

役
割
の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

給
食
を
通
じ
て
食
や
地
域
環
境
に

関
心
を
も
ち
、
感
謝
の
気
持
ち
や
食

べ
物
の
大
切
さ
を
子
ど
も
た
ち
に
は

学
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ

家
庭
で
も
今
日
は
ど
ん
な
給
食
だ
っ

た
の
か
、
お
い
し
か
っ
た
か
な
ど
、

給
食
の
献
立
を
話
題
に
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
今
ま

で
と
同
様
、
美
味
し
い
給
食
を
提
供

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
、
児
童
生
徒
の
み
な
さ
ん

に
安
全
で
お
い
し
い
給
食
が
提
供
で

き
る
よ
う
、
よ
り
一
層
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

  

11
月
の
青
少
年
育
成
活
動

  

河
東
中
島
区
防
災
訓
練

  

前
期
を
終
え
、学
び
の
秋
を
迎
え
ま
し
た

  

こ
ど
も
１
１
０
番
の
家

 

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら

甲
府
昭
和
高
校

生
涯
学
習
課

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

橋
はしもと

本 香
か れ ん

蓮
　

中
学
校
生
活
も
と
て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
が
、
高

校
生
に
な
り
、
自
分
の
責
任
で
や
れ
る
こ
と
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
勉
強
の
習
慣
も
身
に
つ
い
て
き
た

気
が
し
ま
す
。
前
期
の
思
い
出
は
学
園
祭
で
す
。
縦
割

り
の
団
が
あ
り
、
基
調
と
な
る
色
で
T
シ
ャ
ツ
、
う
ち

わ
な
ど
を
つ
く
り
、
学
年
の
壁
を
な
く
し
て
楽
し
み
ま

し
た
。
体
育
祭
や
球
技
大
会
な
ど
に
も
期
待
し
て
い
ま

す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
で
は
経
験
者
の
友
達
に
憧
れ
、

追
い
つ
こ
う
と
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
素
振
り
な
ど
、

自
主
練
習
に
熱
中
し
て
い
ま
す
。

　

紫
映
祭
は
、
み
ん
な
と
意
見
を
出
し
て
店
を
出
し
た

り
、
合
唱
の
練
習
を
し
た
り
し
た
の
で
、
よ
い
思
い
出

で
す
。
ク
ラ
ス
の
団
結
力
を
強
め
る
の
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
う
ま
く
い
く
と
結
果
は
素
晴
ら
し
い
も

の
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
理
科
の
「
科
学
と
人
間
生

活
」
の
授
業
で
は
実
験
が
楽
し
く
、
自
分
に
は
知
ら
な

い
こ
と
が
と
て
も
多
い
こ
と
を
自
覚
し
て
い
ま
す
。
勉

強
し
た
こ
と
が
、
日
常
の
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
面
白
い
で
す
。
先
生
方
は
進
路

相
談
に
向
き
合
っ
て
く
れ
心
強
く
思
い
ま
す
。

河
か さ い

西 寿
ひ ろ み

美望
もちづき

月 智
と も や

矢

　

10
月
９
日
、「
第
48
回
山
梨
県
子

ど
も
ク
ラ
ブ
親
睦
球
技
大
会
」
が
旧

甲
府
市
立
相
生
小
学
校
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
町
か
ら
は
、
８
月
６
日
に
行

わ
れ
た
昭
和
町
子
ど
も
ク
ラ
ブ
球
技

大
会
男
女
混
合
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
優

勝
し
た
３
チ
ー
ム
が
、
町
の
大
会
以

降
県
大
会
へ
向
け
て
練
習
を
重
ね
、

試
合
に
臨
み
ま
し
た
。

○
出
場
チ
ー
ム

▼
１
部
（
１
～
４
年
生
）

優
勝
チ
ー
ム
西
条
一
区
か
ら
『
ポ
テ

ト
隊
』・『
ひ
き
肉
隊
』
の
２
チ
ー
ム

▼
２
部
（
５
・
６
年
生
）

優
勝
チ
ー
ム
『
清
水
新
居
子
ど

も
ク
ラ
ブ
』

　

地
区
は
違
い
ま
す
が
、
昭
和
町
の

代
表
チ
ー
ム
と
し
て
応
援
し
合
い
、

親
睦
が
深
ま
っ
た
大
会
と
な
り
ま
し

た
。
大
会
の
結
果
は
、
１
部
は
西
条

一
区
『
ひ
き
肉
隊
』
チ
ー
ム
が
優

勝
、『
ポ
テ
ト
隊
』
チ
ー
ム
が
第
３

位
。
２
部
は
『
清
水
新
居
子
ど
も
ク

ラ
ブ
』
チ
ー
ム
が
第
３
位
に
入
賞
し

ま
し
た
。

  

第
48
回
山
梨
県
子
ど
も
ク
ラ
ブ
親
睦
球
技
大
会

・コーンピラフ　・天の川スープ　・コロッケ
・ブロッコリーサラダ　・七夕ゼリー

7 月 7 日の「七夕給食」

男女混合ドッジボール
１部（１～４年生）

優　勝　西条一区ひき肉隊
第３位　西条一区ポテト隊

男女混合ドッジボール
2 部（5・6 年生）

第３位　清水新居子どもクラブ
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問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.186

※7月の粗大ごみの日は、23日（月）になります。当日の朝、昭和町総合体育館駐車場に出してください。
　粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります。それ以外のごみは、しっかりと分別して出しましょう！

※11月の粗大ごみの日は、11月27日（月）になります。当日の朝6時30分～ 8時30分の間に、昭和町総合体育館駐車場へ出してください。
そのごみ、本当に粗大ごみ？粗大ごみは、指定ごみ袋に入らないものに限ります！それ以外のごみは、しっかりと分別をして出してください。

　

本
町
の
過
去
５
年
間
の
ご
み
収
集
量
等
は
、令
和
４
年
度

の
実
績
で
は
、可
燃
ご
み
が
平
成
30
年
度
と
比
べ
て
約
１
．

０
５
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年
度
に
約
4
4
8
0
ｔ
と
な
り
ま
し

た
が
、令
和
３
年
度
以
降
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
収
集
量
の
総
量
の
う
ち
、資
源
物
の
占
め
る
割
合
で

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
率
は
、令
和
２
年
度
に
約
14
．5
%
と
な
り

ま
し
た
が
、令
和
３
年
度
以
降
上
昇
し
て
い
ま
す
。ご
み
の
総

量
を
減
ら
し
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
向
上
す
る
た
め
、可
燃
ご
み

の
減
量（
生
ご
み
処
理
機
の
導
入
な
ど
）や
、紙
類
や
缶
類
な

ど
の
分
別
を
行
い
資
源
物
と
し
て
出
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、

引
き
続
き
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
の
導
入
に
関
し
ま
し
て
は
、町
助
成
制

度
を
ご
利
用
で
き
ま
す
の
で
、環
境
経
済
課（
☎
2
7
5-

8
3
5
5
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦0,1,2歳児のおはなし会※定員予約制 
　絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日 時　11月16日（木） 午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　11月1日（水）午前10時〜

◦おはなし会※定員予約制  
　おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日 時　12月2日（土） 午前11時～
対 象　幼児〜小学生低学年
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　11月5日（日）午前10時〜

 図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.162

 

『  ぼくはイーサヨ　
　　　　まかせていーさよ  』 『 おちばのほん 』 『  いつか君に

　　　であってほしい本 』
こいでなつこ／著

山梨放送
いわさゆうこ／著

文一総合出版
田村 文／著

河出書房新社

　紫色のつやつやのぶどう、イーサ
ヨははずかしがりや。友だちがほし
いのですが、声をかけるのははずか
しい、でも歌なら歌えます。
♪イーサヨイーサヨ マカセロシホン
ツレーノ コン コマッチョシ♪
　山梨の方言や野菜、果物がたくさ
んでてくる絵本です。最後は自分に
自信が持てるように成長していく姿
を描いています。

　春、夏、秋、冬、どんな落ち
葉がひろえるのかな？おもしろ
い形の葉っぱ、醤油のにおいが
する葉っぱ、赤色、黄色、緑色
と色とりどりの葉っぱ。なんと
登場する落ち葉は 120 種類以上！
これであなたも落ち葉博士にな
れるかも！？

　一冊の本との出会いが、人生
を変えることがある。短いフレー
ズから、力をもらうこともある。

「面白い本を読みたいけど、何を
読めばいいか分からない」「読
書って退屈そう」そう思ってい
る YA 世代のあなたに出会って
ほしい 158 冊を紹介します。

◦11月の休館日
  3日（金・祝日）、6日（月）、
13日（月）、20日（月）
23日（	木、祝日）、26日（日）
27日（月）、
30日（木・月末整理日）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。

　今年度、昭和町立図書館では子ども向け特別展示として、過去3年間に広報でお
すすめした本を展示しています。また、大人向けに「あなたがこの本の一番になり
ませんか？」と題して、貸し出し回数0の小説の展示を行っております。
　10月27日～ 11月9日の期間は、読書週間特別企画で、子ども向けに職員のおす
すめ本が入ったガチャもできます。当たりのカプセルが出るかも…！？大人向け
には、カウンターで本を貸し出しする際に読書手帖の配布を行っております。

10月27日（金）～ 11月9日（木）は「第77回　読書週間」です

　
　
常
永
小
３
年　

　
　
常
永
小
３
年　
中
込
中
込  

彩
央
依

彩
央
依 

さ
ん
さ
ん

　
　
　
　
「
エコ
活
動　

広
が
る
未
来
に　

み
ん
な
ニコッ
！
」

　
　
　
押
原
小
５
年　

　
　
　
押
原
小
５
年　
星
野
星
野  

隆
磨
隆
磨 

さ
ん

　
　
　

 「
節
電
し　

未
来
の
光　

灯
も
さ
れ
る
」

　
　
　
西
条
小
５
年　

西
条
小
５
年　
田
中
田
中  

凛凛 

さ
ん

　
　
　

 「
青
い
地
球　

ゴ
ミ
と一緒
に　

捨
て
ま
す
か
」

　
　
　
押
原
中
２
年　

押
原
中
２
年　
深
澤
深
澤　　
友
暖
友
暖 

さ
ん

　
　
　

 「
ゴ
ミ
捨
て
る　

め
ぐ
り
め
ぐ
って　

ど
く
た
べ
る
」

　

毎
年
行
っ
て
い
る
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
を
町
内
の
小
・
中
学
校

を
通
し
て
作
品
の
募
集
を
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
素
晴
ら
し
い
作
品
を
た
く
さ
ん
応
募

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
選
考
を
し
ま
し
た
の
で
、
優
秀
作
品
の
紹
介
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

令
和
５
年
度
環
境
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

令
和
５
年
度
環
境
標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

標語の部

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

ポスターの部

押原小５年

奥秋 心結 さん

常永小４年

石川 瑞稀 さん

西条小５年

山下 愛彩音 さん

押
原
中
２
年　
石
原 

結
心 

さ
ん

最
優
秀
賞

最
優
秀
賞

優
秀
賞

本
町
の
ご
み
収
集
量
と

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
率
の
推
移

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

ごみ収集量等の推移

4,075.36
4,331.57 

16.11 

15.17 

14.47 

14.81 

15.58 

4,478.17 4,380.48 4,261.34 

12.5

13.3

14.1

14.9

15.7

16.5

可燃ごみ（t）
粗大ごみ（ｔ）
リサイクル率

不燃ごみ（ｔ）
資源物（ｔ）

H30 R1 R2 R3 R4
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その227国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 315 号

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生
労
働
省
と
協
力
し

て
、
毎
年
11
月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位
置
付

け
、
国
民
の
皆
様
に
公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。

  

主
な
活
動
予
定

●
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
「
ね
ん
き

　
ん
月
間
ペ
ー
ジ
」
を
設
置

●
公
的
年
金
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
「
わ
た

　
し
と
年
金
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
エ
ッ
セ
イ
の
受

　
賞
作
品
の
公
表
（
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
）

●
教
育
機
関
や
企
業
等
で
の
「
年
金
セ
ミ
ナ
ー
」

　
や
「
年
金
制
度
説
明
会
」
の
開
催
。
な
お
、
年

　
金
セ
ミ
ナ
ー
等
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
も
開

　
催
し
て
い
ま
す
。

●
全
国
各
地
の
自
治
会
、
商
業
施
設
、
イ
ベ
ン
ト

　
会
場
等
で
出
張
年
金
相
談
会
の
実
施

●
日
本
年
金
機
構
公
式
Ⅹ
（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）
を

　
活
用
し
、
公
的
年
金
制
度
や
手
続
き
の
ご
案
内

　
に
関
す
る
ミ
ニ
講
座
の
発
信

●
年
金
委
員
の
功
労
者
表
彰
式
の
開
催

　

ま
た
、
11
月
30
日
の
「
年
金
の
日
」
は
、
国
民

の
皆
さ
ま
に
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
等
を
活
用
し

て
ご
自
身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
て
い
た
だ
き
、
高
齢
期
の
生
活
設
計
に
思
い

を
巡
ら
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
機
会
に
、
年
金
記
録
の
確
認
や
年
金
受
給

見
込
額
を
試
算
で
き
る
「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
を

ご
利
用
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
の
ご
利
用
方
法
の
詳
細
は
、

　
広
報
８
月
号
で
ご
案
内
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
を
お
支
払
い
（
第
１
号
被

保
険
者
）
の
方
が
病
気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た

場
合
に
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
請
求
で
き
る
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
役
場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係

で
は
、
障
害
基
礎
年
金
に
つ
い
て
随
時
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
次
の
点
で
請
求
で
き
る
条
件
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
で
医
療
機
関
を

　
受
診
し
た
最
初
の
日

＊
国
民
年
金
の
保
険
料
の
支
払
い
期
間
等

＊
障
害
の
程
度

　

な
お
、
ご
説
明
に
は
時
間
を
要
し
、
お
渡
し
す

る
書
類
も
多
く
あ
る
た
め
、
ご
相
談
の
際
は
余
裕

を
も
っ
て
ご
来
庁
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

竜
王
年
金
事
務
所
で
も
ご
相
談
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
が
、
事
前
に
お
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

  

問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
窓
口
課
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
５-

８
２
６
４
）

　
竜
王
年
金
事
務
所

　
　
　
　
　
　
（
☎
２
７
８-

１
１
０
０
）

11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」
11
月
30
日
は「
年
金
の
日
」
で
す

障
害
基
礎
年
金
を

　
　
請
求
さ
れ
た
い
方
へ

　

預
金
通
帳
を
ど
こ
に
し
ま
っ
た
か
わ
か
ら
な
く
な
る
、お
金
の
使

い
方
に
不
安
が
あ
る
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
使
い
た
い
け
れ
ど
手
続
き

の
方
法
が
わ
か
ら
な
い
な
ど
困
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。日
常

生
活
自
立
支
援
事
業
は
、そ
ん
な
困
り
ご
と
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

で
、利
用
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
お

手
伝
い
す
る
事
業
で
す
。

◆ 

事
業
を
利
用
で
き
る
方 

◆

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
た
め（
認
知
症
高
齢
者
、知
的
障
が
い
者
、

精
神
障
が
い
の
あ
る
方
等
）、福
祉
事
業
の
利
用
や
日
常
的
な
金
銭

管
理
等
が
う
ま
く
で
き
な
い
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◆ 

事
業
の
内
容 

◆

　
①
書
類
の
お
預
か
り
の
支
援

　
②
日
常
的
な
金
銭
管
理
の
支
援

　
③
福
祉
事
業
の
利
用
支
援

◆ 

利
用
料
に
つ
い
て 

◆

　
利
用
契
約
締
結
後
の
支
援
員
に
よ
る
援
助
は
有
料
に
な
り
ま
す
。

　
（
生
活
保
護
世
帯
は
無
料
）

※
相
談
料
は
無
料
で
す
の
で
、ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
事
業
の
利
用
に
は
、ご
本
人
と
の
契
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

開　
催　
日　
令
和
6
年
2
月
22
日 （
木
）

会　
　
場　
甲
斐
市
南
部
公
民
館
2
階
ホ
ー
ル

　
　
　
　
　
（
甲
斐
市
西
八
幡
1
9
7
6
-1
）

対　
象　
者　
町
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
方

　
　
　
　
　

※
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
員
以
外
の
方
で
も
出
品
可

申
込
方
法　
令
和
5
年
12
月
28
日（
木
）ま
で
に
町
い
き
が
い

　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
　
　
　

へ
お
越
し
い
た
だ
き
、申
込
書
の
ご
提
出
及
び
要

　
　
　
　
　

綱
を
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

※
作
品
の
提
出
は
別
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

出
品
種
目　
①
日
本
画  

②
洋
画  

③
彫
刻（
彫
塑
含
む
） 

　
　
　
　
　

④
工
芸（
手
芸
・
陶
芸
含
む
）  

⑤
書　

⑥
写
真  

　
　
　
　
　

⑦
文
芸 （
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
に
限
る
）

※
出
品
作
品
の
企
画
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
ど
の
種
目
も
令
和
5
年
2
月
以
降
に
作
成
し
た
作
品
に
限
り
ま
す
。

1111月月の予定の予定

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

令
和
5
年
度
峡
中
地
区

高
齢
者
作
品
展
作
品
募
集

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、中
央

市
・
甲
斐
市
の
老
人
ク
ラ
ブ
と
共
催
で

60
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
作
品
展
を
開

催
し
ま
す
。皆
さ
ま
の
力
作
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

★の事業は、事前申し込み制です。
★【健康体操教室】

  2日（木）
  9日（木）
21日（火）
30日（木）

★【ふれあい教室】
  6日（月）　ストレッチ
13日（月）　リンパ体操

※16日（木）　背骨コンディショニング体操
※22日（水）　ミュージック・ケア

28日（火）　脳トレ体操
※は、新しい教室です。

【フードドライブ】
収集期間　13日（月）〜22日（水）

★【災害ボランティア協力員養成講座】
14日（火）　災害ボランティアとは
22日（水）　災害ボランティアセンターとは
26日（日）　災害ボランティアセンター
　　　　　 設置運営訓練
28日（火）　図上演習・意見交換・まとめ

★【みそづくり教室】
18日（土）

★【社協ウォーキング事業　歩いてみるじゃん】
24日（金）　※予備日 29日（水）

昨年度の審査会や作品の様子
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男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な
っ
て
３
年
目
の
活
動

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員 

副
委
員
長　
萩
原 

真
琴
（
河
西
区
）　

No.229

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

私
が
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な
っ
た
の

　

私
が
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
に
な
っ
た
の

は
、
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
間

は
、
ち
ょ
う
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
間

で
騒
が
れ
始
め
、
流
行
り
始
め
た
年
で
し
た
。

で
騒
が
れ
始
め
、
流
行
り
始
め
た
年
で
し
た
。

　

当
初
は
、「
感
染
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」「
感

　

当
初
は
、「
感
染
し
た
ら
ど
う
し
よ
う
」「
感

染
し
て
し
ま
っ
た
。周
り
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」

染
し
て
し
ま
っ
た
。周
り
に
知
ら
れ
た
く
な
い
」

そ
ん
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

そ
ん
な
気
持
ち
が
大
き
か
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
も
、
第
何
波
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

イ
ル
ス
も
、
第
何
波
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
う
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
あ
ん
な

ま
う
ほ
ど
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
初
は
あ
ん
な

に
恐
れ
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
に
慣
れ
が
生
じ
て
き

に
恐
れ
て
い
た
ウ
イ
ル
ス
に
慣
れ
が
生
じ
て
き

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た

推
進
委
員
会
活
動
も
、
３
年
目
か
ら
は
よ
う
や

推
進
委
員
会
活
動
も
、
３
年
目
か
ら
は
よ
う
や

く
実
施
で
き
る
事
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今

く
実
施
で
き
る
事
業
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
今

期
は
、
副
委
員
長
を
任
さ
れ
ま
し
た
。「
私
に

期
は
、
副
委
員
長
を
任
さ
れ
ま
し
た
。「
私
に

そ
ん
な
大
役
が
で
き
る
の
か
」
と
心
配
も
あ
り

そ
ん
な
大
役
が
で
き
る
の
か
」
と
心
配
も
あ
り

ま
し
た
が
、
周
り
の
委
員
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
の

ま
し
た
が
、
周
り
の
委
員
さ
ん
の
サ
ポ
ー
ト
の

声
も
あ
り
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

声
も
あ
り
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

子
育
て
も
あ
り
、
月
一
度
の
定
例
会
や
活
動
に

子
育
て
も
あ
り
、
月
一
度
の
定
例
会
や
活
動
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
ど
か
し
い
気
持

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
も
ど
か
し
い
気
持

ち
も
あ
る
の
で
す
が
、
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

ち
も
あ
る
の
で
す
が
、
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。

あ
り
、
や
り
甲
斐
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
、
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
西

　

昨
年
度
、
活
動
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
た
西

条
小
学
校
２
年
生
へ
の
出
前
授
業
は
、
今
年
度

条
小
学
校
２
年
生
へ
の
出
前
授
業
は
、
今
年
度

楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

楽
し
み
に
し
て
い
る
活
動
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
大
人
の
目
線
で
は
感
じ
な
い
こ
と
も
、
子

す
。
大
人
の
目
線
で
は
感
じ
な
い
こ
と
も
、
子

ど
も
の
目
線
で
率
直
な
気
持
ち
で
質
問
を
し
て

ど
も
の
目
線
で
率
直
な
気
持
ち
で
質
問
を
し
て

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
。
と
て
も
新
鮮
さ
を
感
じ

く
れ
る
子
ど
も
た
ち
。
と
て
も
新
鮮
さ
を
感
じ

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

ま
す
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
教
育
の
活
動
を
西
条
小
学
校
だ
け
で
な
く
、

等
教
育
の
活
動
を
西
条
小
学
校
だ
け
で
な
く
、

町
内
３
校
全
て
で
出
前
授
業
が
で
き
た
ら
い
い

町
内
３
校
全
て
で
出
前
授
業
が
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
活
動
し
て
い
る
推
進
委
員
に
は
、
長
年

　

現
在
活
動
し
て
い
る
推
進
委
員
に
は
、
長
年

活
動
し
て
い
る
委
員
さ
ん
も
い
れ
ば
、
今
期
か

活
動
し
て
い
る
委
員
さ
ん
も
い
れ
ば
、
今
期
か

ら
入
っ
て
く
だ
さ
っ
た
委
員
さ
ん
も
い
ま
す
。

ら
入
っ
て
く
だ
さ
っ
た
委
員
さ
ん
も
い
ま
す
。

子
育
て
中
の
世
代
の
方
に
も
男
女
共
同
参
画
の

子
育
て
中
の
世
代
の
方
に
も
男
女
共
同
参
画
の

活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
一
緒
に
活
動

活
動
を
知
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、
一
緒
に
活
動

し
て
く
だ
さ
る
人
も
募
り
な
が
ら
、
今
後
も
活

し
て
く
だ
さ
る
人
も
募
り
な
が
ら
、
今
後
も
活

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは!愛育会です!No.198
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

【
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
で
よ
く

聞
く
よ
う
に
な
っ
た
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」。

感
染
症
が
世
界
中
で
爆
発
的
に
流
行
す
る

こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
が
、
日
本
国
内

で
は
心
不
全
の
患
者
数
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
の
よ
う
に
さ
ら
に
増
加

し
続
け
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
心
不
全
と
は
】

　

心
臓
が
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す
ポ
ン
プ
の
役
目
を
果
た
せ

な
い
状
況
を
心
不
全
と
い
い
ま
す
。

　

心
不
全
の
原
因
は
様
々
で
、
あ
ら
ゆ
る
心
臓
の
病
気
が
最
終

的
に
心
不
全
の
状
態
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
治
療
を
し

な
け
れ
ば
悪
化
を
た
ど
り
、
生
命
を
縮
め
る
怖
い
病
気
で
す
。 

心
不
全
患
者
さ
ん
の
7
割
超
が
75
歳
以
上
で
、
超
高
齢
社
会
の

日
本
で
は
今
後
、
高
齢
の
心
不
全
患
者
さ
ん
が
大
幅
に
増
加
す

る
「
心
不
全
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
心
不
全
の
症
状
は
？
】

　

疲
れ
や
す
く
な
る
、
動
悸
が
す
る
、
息
切
れ
が
す
る
、 

足
や

顔
な
ど
に
む
く
み
が
出
る
、
夜
間
に
息
苦
し
く
て
目
を
覚
ま
す

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
心
不
全
の
原
因
の
一
つ
の
心
臓
弁
膜
症
と
は
】

　

心
臓
弁
膜
症
は
、
心
臓
に
あ
る
「
弁
」
が
う
ま
く
働
か
な
い
病

気
で
す
。
弁
の
異
常
に
は
、
弁
の
開
き
が
悪
く
血
液
が
流
れ
に
く

い
「
狭
窄
症
」
と
、弁
の
閉
じ
が
悪
く
逆
流
す
る
「
閉
鎖
不
全
症
」

が
あ
り
ま
す
。
成
人
の
心
臓
弁
膜
症
の
な
か
で
も
患
者
さ
ん
が
多

い
の
が
大
動
脈
弁
狭
窄
症
と
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
で
す
。

【「
ザ
ッ
ザ
ッ
」
と
雑
音
】

　

大
動
脈
弁
狭
窄
症
や
僧
帽
弁
閉
鎖
不
全
症
な
ど
の
心
臓
弁
膜

症
は
「
ザ
ッ
ザ
ッ
」
と
い
う
雑
音
が
聴
診
器
で
聞
こ
え
ま
す
。

そ
う
し
た
異
常
な
音
が
聞
こ
え
た
ら
、
循
環
器
科
の
あ
る
病
院

を
紹
介
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

【
年
だ
と
諦
め
な
い
で
】

　

心
臓
弁
膜
症
は
重
症
に
な
る
と
、
外
科
的
手
術
が
勧
め
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
、
手
術
は
開
胸
し
て
、
一
度
心
臓
を
止
め
て
行

な
う
よ
う
な
も
の
で
、
高
齢
者
に
は
リ
ス
ク
が
高
く
な
り
ま
す
。

以
前
は
多
く
の
高
齢
者
が
こ
の
病
気
に
悩
ま
さ
れ
「
年
だ
か

ら
」
と
い
う
理
由
で
手
術
を
諦
め
て
い
ま
し
た
。
細
い
管
（
カ

テ
ー
テ
ル
）
を
用
い
る
「
経
カ
テ
ー
テ
ル
大
動
脈
弁
植
え
込
み

術
（
Ｔ
Ａ
Ｖ
Ｉ
＝
タ
ビ
）」
や
「
経
カ
テ
ー
テ
ル
僧
帽
弁
修
復
術

（
M
i
t
r
a
C
l
i
p
＝
マ
イ
ト
ラ
ク
リ
ッ
プ
）」
と
呼
ば
れ

る
最
新
の
弁
膜
症
治
療
は
、
体
へ
の
負
担
が
非
常
に
少
な
く
高

齢
の
患
者
さ
ん
に
も
安
心
し
て
提
供
で
き
ま
す
。
山
梨
大
学
医

学
部
附
属
病
院
で
は
い
ず
れ
の
治
療
も
可
能
で
す
。

【
手
術
翌
日
か
ら
歩
行
】

　

T
A
V
I
は
、
人
工
弁
を
圧
縮
し
て
、
足
の
付
け
根
の
動
脈
か

ら
心
臓
ま
で
進
め
、
人
工
弁
は
患
者
の
弁
を
押
し
広
げ
、
機
能
し

始
め
ま
す
。
ま
さ
に
一
瞬
に
し
て
弁
が
生
ま
れ
変
わ
る
の
で
す
。

手
術
は
１
時
間
程
度
で
、
翌
日
か
ら
歩
け
ま
す
。
入
院
日
数
も
１

週
間
。「
苦
し
か
っ
た
症
状
が
こ
ん
な
に
も
簡
単
に
楽
に
な
っ
た
」

と
喜
ぶ
多
く
の
患
者
さ
ん
の
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

【
6
年
足
ら
ず
で
2
6
0
例
に
到
達
】

　

T
A
V
I
は
既
に
国
内
で
２
万
人
を
超
え
る
患
者
さ
ん
に
安

全
に
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
院
で
も
、
本
年
10
月
ま
で
に
最
高

齢
96
歳
を
含
む
2
6
0
例
の
患
者
さ
ん
に
治
療
し
、
す
べ
て
の

患
者
さ
ん
で
治
療
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

【
山
梨
の
“
心
不
全
バ
ス
タ
ー
”
と
し
て
】

　

超
高
齢
社
会
に
と
っ
て
、
心
不
全
は
生
活
の
質
を
脅
か
す
大

敵
と
な
り
ま
す
。

　

当
院
は
、
多
職
種
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
で
構
成
し
た
“
ハ
ー
ト

チ
ー
ム
”
で
、
山
梨
の
心
不
全
バ
ス
タ
ー
と
な
る
べ
く
、
心
不

全
治
療
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。 

“
か
ら
だ
へ
の
負
担
を
減
ら

す
”
こ
と
を
追
求
し
た
弁
膜
症
治
療
を
こ
れ
か
ら
も
積
極
的
に

行
う
こ
と
で
山
梨
の
健
康
寿
命
の
延
伸
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 
第
２
外
科 

講
師　
加
賀 

重
亜
喜　

山
梨
の“
心
不
全
バ
ス
タ
ー
”
を
め
ざ
し
て

　
　
　
　
　
　
〜
山
梨
大
学
ハ
ー
ト
チ
ー
ム
の
挑
戦
〜

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　11月12日から25日（女性に対する暴力撤廃国際日）まで
の2週間、「女性に対する暴力をなくす運動」が行われま
す。女性に対する暴力とは、身体的なものだけではなく、
性的な暴力、心理的な暴力等も含まれます。
　具体的には、夫等のパートナーからの暴力や性犯罪、売
買春、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為等が
挙げられます。警察では、配偶者暴力をはじめ、女性に対
する暴力に関する相談に応じたり、法律に基づく援助等
の取組を強化しています。
　・日常的に夫等から暴力を受けているが、どうし　　
　　ていいか分からない。
　・ストーカーの被害を受けて困っている。
等の悩み事がありましたら、警察相談専用電話「＃９１１０」
又は最寄りの警察署に相談してください。

《相談受付》
〇山梨県警察総合相談室

「＃９１１０」又は☎055-233 -9110
（警察相談専用電話）
〇南甲府警察署☎055-243-0110

　電話詐欺とは、被害者に電話をかけるなどして対面することなく
信頼させ、現金等をだまし取る犯罪の総称をいいます。

キャッシュカード詐欺（窃盗）

　最近被害が増加している手口です。警察官などと偽って電話をか
け、キャッシュカードの不正利用や口座を保護する手続きなど嘘の
話をした上で訪問し、キャッシュカードをすり替えるなどして盗み
取ります。

相手がこれを言ったら詐欺

　キャッシュカードを確認したいので、ご自宅に伺ってもよろしい
ですか。手続きのためにこの封筒に暗証番号のメモと一緒にキャッ
シュカードを入れてください。
→最後に「手続きが終わるまで封筒を開けず保管して」と言われ、す

り替えに気付きません。

だまされないためには

・警察官、銀行協会職員、役所の職員等が暗証番号を聞いたり、キャッ
シュカードを封筒にいれることは絶対にありません。

・常に留守番電話機能を設定しておく。
・優良防犯電話を使用する。

女性に対する暴力対策の推進 電話詐欺の被害防止

ヒートショックは、急激な温度変化で血圧が大きく変動することで、血管や心臓に大きな
ダメージを受けることで、心筋梗塞や脳梗塞、失神等をおこし、死に至ることも少なくあ
りません。高齢者ばかりではなく、年齢に関係なく起こるリスクがあります。

・浴室や脱衣所を温めておきま
しょう。

・入浴前はまず足先や手先にお湯
をかけ、徐々に体にかけましょ
う。また、浴槽から急に立ち上
がらないようにしましょう。

動かずに安静にして
治まるのを待ちましょう

めまい
立ちくらみ

年齢関係なく起こるリスクがあります！

もしヒートショックの症状があらわれたら？

気をつけよう！ヒートショックヒートショック

若者や子どもは、失神することは少なくありません。特に乳幼児は体温調節
機能が未発達なため、自分で体温を上手く調節することができません。

「若いから大丈夫！」「子どもには起こらない」と過信せずに、できることか
ら対策をしていきましょう。

すぐに救急車を
呼びましょう

強い胸の痛み
呼吸困難　嘔吐

激しい頭痛
意識障害

・高齢者や子どもが一人で入浴し
ている時は、ときどき声をかけま
しょう。

・早朝に散歩をする、洗濯物を干す
等、寒い外から急に暖かい部屋へ
入るときには、注意が必要です。

・サウナは身体の水分が失われ脱水
状態になるので、特に水分の補給
は大切です。

対　策　法
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事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ
令
和
６
年

度
（
令
和
５
年
分
）
の
給
与
支
払
報

告
書
の
配
布
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
。

　
昭
和
町
専
用
の
総
括
表
は
、
今
年

度
昭
和
町
で
特
別
徴
収
を
実
施
し
て

い
る
事
業
所
に
11
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
す
。

配
布
開
始
日　
11
月
16
日
（
木
）
～

配
布
時
間

　
平
日　
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
午
後
５
時
15
分

場
所　
税
務
課
（
６
番
窓
口
）

対
象昭

和
町
に
所
在
す
る
事
業
者
の
方

問
い
合
わ
せ

　
税
務
課

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
５
）

　
病
気
や
け
が
を
治
す
の
に
役
立
つ

「
薬
」。
し
か
し
、
正
し
く
使
わ
な
け

れ
ば
、
薬
の
効
能
が
発
揮
さ
れ
な
い

ど
こ
ろ
か
、
思
わ
ぬ
副
作
用
を
引
き

起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、薬
の
量
が
増
え
る
こ
と
で
、

医
療
費
が
増
え
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　

重
複
・
多
剤
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

薬
を
処
方
す
る
医
師
、
調
剤
を
行
う

薬
剤
師
な
ど
医
療
の
専
門
家
と
情
報

を
共
有
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
お
薬
手
帳
を
受
診
時
に
必
ず
持
参

す
る
こ
と
や
、
お
薬
手
帳
を
一
冊
に

ま
と
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
重
複
服
薬

同
じ
時
期
に
複
数
の
医
療
機
関

を
受
診
し
、
同
じ
効
能
の
薬
が

重
複
し
て
処
方
さ
れ
、
服
薬
す

る
こ
と
で
す
。

●
多
剤
服
薬

必
要
以
上
に
多
く
の
種
類
の
薬

が
処
方
さ
れ
、
服
薬
す
る
こ
と

で
す
。

問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
国
保
年
金
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　

子
ど
も
や
夫
婦
に
関
す
る
法
律

面
・
心
理
面
の
悩
み
に
つ
い
て
の
相

談
会
を
、３
つ
の
相
談
方
式
（
面
接・

電
話
・
リ
モ
ー
ト
）
に
て
開
催
し
ま

す
。
相
談
は
、
弁
護
士
と
臨
床
心
理

士
が
担
当
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

日
時

　
11
月
11
日
（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
50
分

　
※
午
後
４
時
受
付
終
了

◎
面
接
相
談
（
要
予
約
）

　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）
ま
で

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

面
接
相
談
会
場

　
山
梨
県
弁
護
士
会
館
（
甲
府
市
中

央
１
‐
８
‐
７
）

◎
電
話
相
談
（
予
約
不
要
）

 

当
日
の
午
後
１
時
30
分
～
４
時
の
間
に
、

（
☎
０
１
２
０
‐
４
４
５
‐
５
０
５
）

ま
で
お
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
Z
ｏ
ｏ
m
に
よ
る
リ
モ
ー
ト
相
談

　
（
要
予
約
）

　

11
月
10
日
（
金
）
正
午
ま
で
に
、

山
梨
県
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
山
梨
県
弁
護
士
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 http://w
w

w
.yam

a-ben.jp/

）

相
談
内
容

　
子
ど
も
や
夫
婦
に
関
す
る
相
談
全
般

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

　
　
　
　
（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

で
は
、
左
記
の
と
お
り
講
習
会
を
行

い
ま
す
。

◎
介
護
補
助
入
門
講
習

　
（
※
介
護
に
関
す
る
基
本
的
な
知

識
・
技
術
を
学
び
ま
す
）

　
～
山
梨
県
知
事
認
定
「
介
護
入
門

的
研
修
」
修
了
証
交
付
～

日
時

　
12
月
12
日
（
火
）
～
15
日
（
金
）

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

場
所　
甲
府
市
内

対
象
・
要
件

　
令
和
５
年
度
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
入
会
し
て
就
業
を
希
望
さ

れ
る
方
（
※
要
事
前
登
録
）

定
員　
10
名
（
書
類
選
考
あ
り
）

締
め
切
り　
11
月
20
日
（
月
）

受
講
料　
無
料

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
（
☎
２
２
８
‐
８
３
８
３
）

　
放
送
大
学
は
、
令
和
６
年
４
月
入

学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
10
～
90

代
の
幅
広
い
世
代
、
約
８
万
５
千
人

以
上
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た

い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、様
々

な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
授
業
に
は
３
つ
の
ス
タ
イ
ル
が
あ

り
、
Ｂ
Ｓ
放
送
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
視
聴
す
る
、
ま
た
講
師
か
ら
直
接

受
け
る
授
業
が
あ
り
ま
す
。

　

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、

３
０
０
以
上
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
全
国
に
ミ
ニ
キ
ャ
ン
パ
ス
に
あ
た

る
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ
イ
ト
ス

ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
面
接

授
業
（
ス
ク
ー
リ
ン
グ
）
の
開
講
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
交
流
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

出
願
期
間
（
11
月
29
日
受
付
開
始
）

　
◎
第
１
回　

２
月
29
日（
木
）ま
で

　
◎
第
２
回　
３
月
12
日（
火
）ま
で

〇
卒
業
す
れ
ば
学
士
の
学
位
を
取
得

で
き
ま
す
。

〇
放
送
授
業
１
科
目
の
授
業
料
は

１
万
２
千
円
（
入
学
金
別
）
半
年

ご
と
に
学
ぶ
科
目
だ
け
の
授
業
料

を
払
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

〇
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

資
料
請
求
・
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
５
１
‐
２
２
３
８
）

　

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
普
及

啓
発
と
高
齢
者
の
健
康
維
持
及
び
地

域
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に

健
康
体
操
教
室
及
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
11
月
29
日
（
水
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
（
受
付
８
時
30
分
～
）

場
所

　
双
葉
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
甲
斐
市
岩

森
２
７
３
２
）

　

※
雨
天
の
場
合
は
敷
島
体
育
館

（
甲
斐
市
島
上
条
２
２
９
４
）

対
象　
昭
和
町
・
甲
斐
市
・
中
央
市

に
在
住
す
る
60
歳
以
上
の
方

定
員　
１
９
０
名
（
先
着
順
）

参
加
料　
５
０
０
円

受
付
開
始　
11
月
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

峡
中
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
（
☎
２
７
９
‐
６
６
２
６
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。 INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

日
時　
11
月
19
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

※
令
和
5
年
10
月
よ
り
、
平
日
時
間

外
の
交
付
は
中
止
と
な
り
ま
し
た

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
11
月
1
日
（
水
）
～
17
日
（
金
）

そ
の
他

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
県
下
一
斉
無
料
法
律
相
談
を
次
の

と
お
り
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
す
が
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

　
11
月
16
日
（
木
）

　
午
後
１
時
～
４
時

（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名

受
付
開
始

　
11
月
６
日
（
月
）
～

※
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

　
番
号
直
通
の
み
受
付

○
相
談
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
12
月
21
日
（
木
）

○
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

　
当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

　
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

　
た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
児
童
虐
待
は
、
社
会
全
体
で
早
急

に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
町
で
も
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
相

談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
児
童
の
虐

待
等
を
疑
わ
せ
る
次
の
よ
う
な
状
況

に
お
気
づ
き
の
方
は
、
早
急
に
相

談・連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。
相
談・

連
絡
を
い
た
だ
い
た
方
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

◆
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

　
あ
な
た
し
か

　
　
　
気
づ
い
て
な
い
か
も

　
　
　
　
　
そ
の
サ
イ
ン

相
談
・
連
絡
い
た
だ
き
た
い
事
例

○
子
ど
も
の
泣
き
声
や
叩
く
音
、
怒

鳴
り
声
な
ど
が
い
つ
も
聞
こ
え
る

○
小
さ
な
子
ど
も
を
残
し
て
よ
く
外

出
す
る

○
子
ど
も
に
内
出
血
に
よ
る
ア
ザ
や

不
自
然
な
傷
が
み
ら
れ
る

○
子
ど
も
の
衣
服
や
身
体
が
い
つ
も

汚
れ
て
い
る

相
談
窓
口
・
問
い
合
わ
せ

　
い
き
い
き
健
康
課

　
　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
準
備
室

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

　
※
休
日・夜
間
も
相
談
可
能
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

練 習 日 時
　水・木曜日　午後 6 時 30 分～ 8 時 30 分
　土　曜　日　午後 4 時 30 分～ 7 時 30 分
練 習 場 所
　押原小学校　体育館

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

　

昭
和
ミ
ニ
バ
ス
は
、
現
在
、
町
内
3
小
学
校
の
男
子
21
名
の
団

員
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
い
つ
で
も
『
パ
ワ
ー
全
開
‼
』
で
挑
む
、

と
て
も
仲
の
良
い
明
る
い
チ
ー
ム
で
す
。
今
年
度
は
県
新
人
大
会
、

選
手
権
大
会
に
お
い
て
県
3
位
と
い
う
好
成
績
を
収
め
る
事
も
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
W
杯
日
本
代
表
の
よ
う
に
か
っ
こ
い
い
プ
レ
イ
を
し
た
い

な
ら
、
低
学
年
の
う
ち
か
ら
バ
ス
ケ
に
触
れ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

興
味
あ
る
方
は
、
い
つ
で
も
お
気
軽
に
見
学
に
来
て
く
だ
さ
い
。

押
原
小
体
育
館
で
待
っ
て
ま
す
‼

見
直
し
ま
し
ょ
う
！

重
複
・
多
剤
服
薬
！

子
ど
も
・
夫
婦
な
ん
で
も
無
料

法
律
相
談
会

給
与
支
払
報
告
書
等
資
料
の

配
布
に
つ
い
て

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す

弁
護
士
に
よ
る
県
下
一
斉

無
料
法
律
相
談

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

各
種
講
習
会

放
送
大
学 

４
月
入
学
生
を
募
集

健
康
体
操
教
室
及
び

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
！

〈 

12
月
の
日
程 

〉

　
４
日
（
月
）
ス
ト
レ
ッ
チ

　
11
日
（
月
）
３
Ｂ
体
操

　
13
日
（
水
）
脳
ト
レ
体
操

　
18
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

　
21
日
（
木
）
音
楽
療
法

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
①
マ
ス
ク　
②
飲
み
物

申
込
受
付

　
11
月
20
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
参
加
し
た
い
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
清
々

し
い
気
持
ち
で
お
正
月
を
迎
え
る
た

め
に
、
年
末
の
掃
除
の
ポ
イ
ン
ト
を

中
心
に
整
理
収
納
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

日
時　
12
月
９
日
（
土
）

　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
30
分

会
場

　

昭
和
町
総
合
会
館 

講
習
室
・
相

　
談
室

定
員　
25
名
（
先
着
順
）

対
象　
町
内
在
住
の
方

講
師　
す
ま
い
る
プ
ラ
ス

　
　
　
代
表　
笹
本 

美
恵 

氏

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
し
込
み

　
11
月
15
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら

　
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
誰
も

が
わ
か
ち
あ
え
る
社
会
を
め
ざ
し
た

フ
ー
ド
バ
ン
ク
山
梨
の
活
動
に
賛
同

し
、
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を
実
施
し
ま

す
。
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
と
は
、
家
庭

や
職
場
で
あ
ま
っ
た
食
品
を
持
ち
寄

り
、
食
料
の
確
保
が
困
難
な
団
体
や

個
人
を
支
援
す
る
た
め
の
活
動
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

収
集
期
間

　
11
月
13
日
（
月
）
～
22
日
（
水
）

収
集
場
所
・
時
間

・
昭
和
町
総
合
会
館
ロ
ビ
ー
回
収

ボ
ッ
ク
ス
（
昭
和
町
総
合
会
館
開

館
時
に
設
置
）

・
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
所

（
昭
和
町
温
水
プ
ー
ル
北
側
の
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

※
窓
口
対
応
時
間
は
、
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分
で
す
。

提
供
い
た
だ
き
た
い
食
品

○
米 

○
保
存
食
品
（
缶
詰
・
イ
ン
ス
タ

ン
ト
ラ
ー
メ
ン
・
レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
）

○
調
味
料
各
種
、
○
菓
子
等

※
賞
味
期
限
が
令
和
６
年
１
月
22
日

以
降
の
も
の
で
未
開
封
の
も
の
。

米
は
、
も
み
、
玄
米
、
白
米
の
い

ず
れ
か
で
令
和
３
年
度
産
以
降
の

も
の
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
６
７
‐
６
７
７
４
）

　

令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
、
山
梨

県
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

改
正
後
の
金
額

　
時
間
額　
９
３
８
円

　

詳
し
く
は
、
山
梨
労
働
局
賃
金
室

ま
た
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
労
働
局
賃
金
室

（
☎
２
２
５
‐
２
８
５
４
）

　

山
梨
工
業
会
山
梨
支
部 

山
梨
理

科
ク
ラ
ブ
で
は
、
小
中
学
生
を
対
象

に
し
た
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
12
月
17
日
（
日
）

　
【
午
前
の
部
】
午
前
10
時
～
正
午

　
　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
～
）

　
【
午
後
の
部
】
午
後
２
時
～
４
時

　
　
（
受
付
は
午
後
１
時
30
分
～
）

場
所

　

工
業
会
館
３
Ｆ 

Ａ
Ｌ
室
（
山
梨

大
学
工
学
部
内
）
※
駐
車
無
料

対
象

　
山
梨
県
内
の
小
学
校
3
年
生
か
ら

中
学
生

定
員　
50
名
（
午
前
の
部
25
名
、
午

後
の
部
25
名
）
※
先
着
順

　
保
護
者
の
方
も
入
室
で
き
ま
す
。

参
加
費　
５
０
０
円
（
教
材
費
）

持
ち
物

セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
、
持
ち
帰
り

袋
（
幅
22
㎝
程
度
の
電
子
楽
器

を
入
れ
る
）

テ
ー
マ

　
「
不
思
議
な
電
子
楽
器
を
作
っ
て

奏
で
て
、
電
気
の
流
れ
を
実
感
し

よ
う
」（
手
作
り
の
電
子
楽
器
を

作
り
、
音
を
出
し
て
遊
ぶ
）

申
し
込
み
開
始　
11
月
６
日
（
月
）

申
し
込
み
締
切　
12
月
５
日
（
火
）

申
し
込
み
方
法

　
氏
名
、ふ
り
が
な
、性
別
、学
校
名
、

学
年
、
携
帯
番
号
（
な
け
れ
ば
固

定
電
話
）、
住
所
、
保
護
者
氏
名
、

午
前
・
午
後
の
希
望
を
記
載
し
て

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
募
集
担

当
（
中
込
）
へ
連
絡
す
る
。

①
メ
ー
ル

　

nakagom
i@

m
icrosystem

ri.
co.jp

（
メ
ー
ル

　
作
成
Q
Ｒ
を
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
）

②
シ
ョ
ー
ト
メ
ー
ル

　
０
９
０
‐
３
５
９
８
‐
１
６
７
５

協
賛

　

山
梨
大
学 

工
学
部
・
生
命
環
境

学
部
、
山
梨
工
業
会
（
山
梨
大
学

工
学
部・生
命
環
境
学
部
同
窓
会
）

問
い
合
わ
せ

　
山
梨
工
業
会
山
梨
支
部　
山
梨
理

科
ク
ラ
ブ　
募
集
担
当
中
込

（
☎
０
９
０
‐
３
５
９
８
‐
１
６
７
５
）

　
甲
府
刑
務
所
で
は
、
矯
正
行
政
に

つ
い
て
住
民
の
皆
さ
ま
に
広
く
ご
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
、「
甲
府
矯
正

展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
全
国
の
刑
務
所
で
製
作
し
た
作
業

製
品
の
販
売
及
び
塀
の
中
の
取
組
を

紹
介
す
る
矯
正
広
報
を
実
施
い
た
し

ま
す
が
、
本
年
は
刑
務
所
内
の
見
学

も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感

染
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、
入
場
制

限
や
中
止
の
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

日
時　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

場
所

　
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
（
甲
府
市
大
津

町
２
１
９
２
‐
８
）

内
容

　
施
設
見
学
、
矯
正
広
報
パ
ネ
ル
展

示
、
刑
務
所
作
業
製
品
の
展
示
即

売
問
い
合
わ
せ

　
甲
府
刑
務
所
企
画
部
門
（
作
業
）

　
　
　
　
（
☎
２
４
１
‐
８
３
１
１
）

　
労
働
保
険
は
、
雇
用
保
険
と
労
災

保
険
の
総
称
で
す
。
労
働
者
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
も
含
ま
れ
ま
す
）

を
1
人
で
も
雇
っ
て
い
る
事
業
主

は
、
法
人
・
個
人
を
問
わ
ず
加
入
す

る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
未
加
入
の
場
合
は
お
早
め
に
加

入
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
公
共
職
業
安
定
所

　
雇
用
保
険
適
用
課

（
☎
２
３
２
‐
６
０
６
０
）

　
甲
府
財
務
事
務
所
で
は
無
料
の
債

務
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
相

談
内
容
に
よ
り
解
決
の
た
め
の
助
言
を

行
い
、
必
要
に
応
じ
法
律
専
門
家
を
紹

介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

受
付
時
間　
月
～
金（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
～
正
午

　
午
後
１
時
～
４
時
30
分

問
い
合
わ
せ

　
財
務
省
甲
府
財
務
事
務
所

　
　
　
　
　
債
務
相
談
窓
口

（
☎
２
５
３
‐
２
２
６
１
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

草
取
り
で
種
を
零
し
て
三み

と

せ年
手
間

草
を
取
る
最
終
期
限
に
開
花
前

井
口　

康
行

歯
車
の
噛
み
合
わ
ぬ
日
日
貝
細
工

暑
気
払
い
バ
ッ
ク
に
あ
ま
る
薬や

く

袋

小
澤
百
合
子

弱
っ
た
ね
百
余
年
猛
暑
だ
と

陽
熱
受
け
子
の
世
話
に
な
る
親
孝
行

深
沢
モ
ト
子

炎
天
下
に
花
咲
く
草
の
強
さ
か
な

懐
か
し
の
唄
声
ひ
び
く
地
域
の
輪

伊
東　

美
代

◎
一
緒
に
「
俳
句
」
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　 

俳
句
部
で
は
皆
さ
ま
の
入
部
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

俳
句
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

俳
句

防災一口メモ　　　冬に備えて防災用品の衣替えを
　これから寒い季節に向かいます。あわただしい日常生活で、ついつい忘
れがちな防災用品の衣替え。非常持ち出し袋と備蓄品のチェックをしてお
きましょう。

女性防災ネット昭和

　９月は、先月と比較すると
全体の収集量は 61t 減の 290t
と な り、 一 世 帯 あ た り の 収
集 量 で は 先 月 か ら 7 ㎏ 減 の
30kg となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

9月8月7月6月5月4月3月

33

29 30

常永地区(築地新居、飯喰、河西、上河東、上河東二区)

押原地区(押越、河東中島、紙漉阿原)

西条地区(西条一区、西条二区、清水新居、西条新田)

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 9 月分の医療費は、
約 8,303 万 7 千円（前年同
月比 11.77% の減）です。
　 ジェネリック医薬品は
新薬と同等の効果が期待
でき低価格に設定されて
います。医師等と相談し
積極的に活用しましょう。

・使い捨てカイロを多めに
・厚めの靴下や防寒着を
・インフルエンザ等の感染症予防に使い

捨てマスクや消毒用スプレー
・空気が乾燥しているのでトローチやの

ど飴を入れておくのも良いでしょう

・防寒のために毛布をすぐに取り出せる場所に
・暖かいものを食べられるようにカセットコン

ロと、専用ガスボンベを多めに用意
・夏と同じくらいの飲料水
・停電時のために石油ストーブ、多めの灯油（保

管には気をつけて）

備蓄品非常持ち出し袋

ふ
れ
あ
い
教
室
の
ご
案
内

笑
顔
で
お
正
月
を
迎
え
る
た

め
の
整
理
収
納
講
座

「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

甲
府
矯
正
展

山
梨
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

山
梨
理
科
ク
ラ
ブ

第
２
回
講
習
会
受
講
生
募
集

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

11
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
月
間
で
す
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あとがき
　

さ
わ
や
か
な
空
気
の
香
り
に
秋
を
実
感
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
と
も
言
う
よ
う
に
、
今
月
の
表
紙
は

運
動
会
か
ら
の
一
枚
で
す
。
気
合
い
の
入
っ
た
踊
り

に
夢
中
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
り
ま
し
た
。
取
材
で
毎

年
訪
れ
は
す
る
も
の
の
、
毎
回
異
な
る
そ
の
表
情
に

一
期
一
会
の
面
白
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
年
は
ふ
れ
あ
い
祭
り
を
盛
大
に
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
待
ち
わ
び
て
い
た
方
も
多
か
っ
た

の
か
、
例
年
以
上
の
賑
わ
い
に
思
え
ま
し
た
。
当
日

は
会
場
を
撮
り
歩
き
な
が
ら
、
お
祭
り
を
楽
し
む
皆

さ
ん
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
来
年

お
会
い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 チャイルドシート

貸 与 事 業
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　押原こども園では、SDGｓ
の一環で“残食ゼロ”を目指
しています。
　子どもたちの残食を減らす
ことが一番の目的ですが、ま
ずは調理室の食品ロスをなく
すために、野菜の皮や芯を汁
物の出汁として使用していま
す。たくさんの野菜からうま
味が出るので調味料が少量で
も美味しいスープができあが
ります。
　これからも環境にも優しい
食育活動に力を入れていきた
いです。
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豆腐のデミグラスソース煮

レシピ提供
押原こども園

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	豆腐は水切りし、食べやすい大きさに切る。
②	ひき肉を炒め、玉ねぎ、にんじん、たけのこを炒める。
③	水を少量入れて煮て、野菜に火が通ったら豆腐と

調味料を入れる。
④	最後にグリーンピースを入れ水溶き片栗粉でと

ろみをつける。
★甘い味付けが子どもたちに大人気です。また、豆腐やグリ

ーンピースが箸で上手につかめると大喜びしています！
★これから寒い時期にも体温まる一品です。

◆ 材料（４人分）
木綿豆腐 …… １丁
豚ひき肉 …… 100g
にんじん …… 55g
たけのこ …… 35g
グリーンピース … 13g
玉ねぎ ……… 85g

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙※をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（40 文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！ ※写真のサイズによっては特別表紙が作成できない場合があります。

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

令和３年 12 月６日生（男の子）
（父）翔大 さん（母）友佳 さん（築地新居）

丸
ま る も

茂　蒼
そう

 くん

いつも元気いっぱいの蒼くん。
これからもすくすく育ってね。大好きだよ。

砂糖 ………… 7g（小さじ2）
中濃ソース … 18g（大さじ3）
ケチャップ … 35g（大さじ3.3）
コンソメ …… 3g（小さじ1）
片栗粉 ……… 6g（小さじ2）

環境にも優しい食育
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